ユニット構造図　　「身近な消費生活と環境　」（全６時間）






















学習後の生徒の意識


・購入や支払いの特徴が分かった。それぞれよさや不便さがあるので、状況に合わせて使い分けていきたい。


・サービスの購入は無形だからこそ、きちんと情報収集や比較検討をして選択することが大切だと分かった。


・買物のトラブルがあった時には、社会全体の幸せのためにも相談するなど消費者としての権利と責任を果たしていきたい。





消費者トラブルについて調べてくる。





学習前の生徒の意識


・支払いの仕組みや購入の仕方の特徴はなんだろう。


・商品にトラブルがあっても、対処の仕方が分からないからそのままにしている。


・買物をする時によいものを買えるようになりたい。








【ユニットのねらい】


・家庭生活と消費や環境に配慮した消費生活について関心をもって学習活動に取り組み，消費生活をよりよくしようとすることができる。


・家庭生活と消費や環境に配慮した消費生活について課題を見付け，その解決を目指して自分なりに工夫し創造することができる


・家庭生活と消費に関する基礎的・基本的な技術を身に付けることができる。


・家庭生活と消費や消費生活と環境とのかかわりに関する基礎的・基本的な知識を身に付けることができる。
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生活や技術への


関心・意欲・態度


を育てる授業





生活を工夫し創造する能力を高める授業





生活の技能を


身に付ける授業





生活や技術についての知識・理解を


深める授業





【貫く課題】消費者として消費生活をよりよくするには，どうしたらよいだろう





①消費生活の見直し 


自分や家族の消費生活を振り返ることを通して，収入や支出の特徴を理解し，自分の消費生活を改善しようという意欲をもつことができる。











⑤ 買物のトラブル


消費者トラブルの実態やその対処方法を理解することを通して，被害にあわないために，今後の消費行動において留意することを考え，工夫することができる。








④支払い方法の


いろいろ 


商品の代金の支払い方法を考えることを通して，様々な支払いの仕方や特徴を理解することができる。











②購入方法の


いろいろ


商品の購入方法を振り返ることを通して，中学生にかかわりの深い販売方法の特徴を理解し，その利点と問題点について考えようとしている。











⑥消費者の権利と


責任 


商品トラブルについての対応を考えることを通して，消費者の基本的な権利と責任，消費者基本法の趣旨について理解し，これからの消費行動について考えることができる。











③サービスの購入


の選択


携帯電話を維持するために必要なサービスについて考えることを通して，物資・サービスの選択，購入及び活用について必要な情報を収集したり，比較検討したりすることによって，自分の使用目的にあったサービスの選択をすることができる。

















支払いの方法について調べてくる。





家庭の商品の購入方法を調べてくる。








物資を購入する時の視点について調べてくる。








消費者トラブルに合わない方法を家族に伝える。








